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二
月
二
二
日
、
四
国
森
林
管
理
局
に
お
い
て
、「
平
成

二
一
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
は
、
国
有
林
野
事
業
の
運
営
等
に
つ

い
て
幅
広
い
国
民
の
意
見
、
要
望
等
を
聴
取
し
、
こ
れ
ら

を
開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
に
相
応
し
い
管
理
経
営
に

役
立
て
る
た
め
、
四
国
在
住
の
二
六
名
の
方
に
依
頼
し
て

い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
出
席
さ
れ
た
一
五
名
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

の
皆
様
か
ら
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
た
感
想
や
国
有

林
に
期
待
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
頂
き
ま
し
た
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
の

意
見
や
感
想
等
に
つ
い
て
は
、「
国
民
の
森
林
」
と
し
て

の
管
理
経
営
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

(

主
な
意
見
等
は
次
の
と
お
り
。）

○ 

最
近
の
新
築
住
宅
は
日
本
の
木
を
使
っ
て
い
な
い
と
聞

い
て
い
る
。
森
林
林
業
再
生
プ
ラ
ン
が
目
指
す
木
材
利

用
自
給
率
五
〇
％
の
達
成
に
向
け
、
木
材
利
用
に
つ
い

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ
き
。

○ 

近
所
に
、
木
材
を
使
っ
た
新
し
い
校
舎
が
で
き
た
。
生

徒
に
聞
い
て
み
る
と
新
し
い
校
舎
で
の
勉
強
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。
公
共
建
築
物
や
紙
へ
の

利
用
を
進
め
て
ほ
し
い
。

○ 

勉
強
会
や
学
習
体
験
を
通
じ
て
、
森
林
浴
の
効
果
に
つ

い
て
広
め
て
い
け
ば
、
も
っ
と
森
林
に
親
し
み
を
持
っ

て
く
れ
る
と
思
う
。

○ 

森
林
が
大
切
で
あ
る
事
を
学
校
の
教
育
と
し
て
授
業
で

も
っ
と
伝
え
る
べ
き
。

○ 

間
伐
方
法
に
点
状
間
伐
、
列
状
間
伐
と
二
つ
の
種
類
が

あ
る
こ
と
に
感
心
し
た
。

○ 

木
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
実
感
し

た
。
子
ど
も
達
が
使
う
も
の
や
周
り
に
木
が
な
い
こ
と

が
残
念
に
思
う
。 
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二
月
二
三
日
、
二
四
日
に
、
愛

媛
県
東
温
市
と
香
川
県
高
松
市
に

お
い
て
国
有
林
野
の
森
林
計
画
に

関
す
る
地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
地
区
懇
談
会
は
、
平
成

二
二
年
度
策
定
、
二
三
年
度
か
ら

実
施
予
定
の
「
地
域
管
理
経
営
計

画
」
と
「
国
有
林
野
施
業
実
施
計
画
」

の
策
定
作
業
に
先
立
ち
、
広
く
国

民
か
ら
意
見
を
聞
く
た
め
に
催
し

た
も
の
で
、
策
定
の
前
年
に
こ
の

よ
う
な
場
を
設
け
る
の
は
、
今
回

が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

会
議
は
、
計
画
部
長
と
署
長
（
所

長
）
の
挨
拶
の
後
、
担
当
者
か
ら

計
画
制
度
の
概
要
、
国
有
林
の
現

状
と
現
行
計
画
を
説
明
し
、
意
見

交
換
に
移
り
ま
し
た
。

　

両
計
画
区
と
も
、
都
市
部
を
抱

え
て
い
る
た
め
、
都
市
近
郊
林
と

し
て
森
林
ふ
れ
あ
い
関
連
の
要
望

が
多
く
出
さ
れ
る
一
方
で
、
木
材

生
産
へ
の
期
待
や
、
県
産
材
利
用

拡
大
へ
の
て
こ
入
れ
の
希
望
、
民

国
連
携
に
関
す
る
具
体
的
な
要
望

な
ど
、
様
々
な
立
場
の
方
々
か
ら

貴
重
な
意
見
や
要
望
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
懇
談
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

二
二
年
度
四
月
か
ら
本
格
的
に

計
画
策
定
作
業
に
取
り
か
か
り
ま

す
が
、
今
回
い
た
だ
い
た
意
見
・
要

望
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
よ
り
良
い
計
画
と
な
る
よ
う
、

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
森
林
計
画
に
関
す
る
地
区
懇
談
会
を
開
催

　
　
　

（
香
川
計
画
区
・
今
治
松
山
計
画
区
）〈

計
画
課
〉

地区懇談会の様子（香川会場）

　

平
成
二
〇
年
度
完
成
工
事
を
対
象

に
審
査
す
る
「
平
成
二
一
年
度
治
山
・
林

道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
、
次
の

と
お
り
入
賞
工
事
が
決
定
し
ま
し
た
。

◎
林
野
庁
長
官
表
彰

　

［
治
山
工
事
部
門
］

　

雁
巻
山
（
2032
）

　
　

上
水
源
流
域
広
域
保
全
工
事

　
　

施
工
：
湯
浅
建
設
（
株
）

　

［
林
道
工
事
部
門
］

　

保
戸
峰
林
道
新
設
工
事

　
　

施
工
：
一
若
建
設
（
株
）

◎
四
国
森
林
管
理
局
長
表
彰

　

［
治
山
工
事
部
門
］

　

・
穴
吹
川
地
区
見
の
越

　
　

（
上
）
復
旧
治
山
工
事

　
　

施
工
：
多
田
工
業
（
株
）

　
　

 

・
ヒ
カ
リ
石
（
91
）

　
　

復
旧
治
山
工
事

　
　

施
工
：
片
田
丸
吉
建
設
工
業（
株
）

　

・
春
ヶ
谷
山
（
1043
）

　
　

復
旧
治
山
工
事

　
　

施
工
：
（
有
）
金
本
組

　

・
和
田
山
（
2099
）
奥
地

　
　

保
安
林
保
全
緊
急
対
策
工
事

　
　

施
工
：
大
旺
共
栄
（
株
）

　

・
別
府
山
（
52
）
復
旧
治
山
工
事

　
　

施
工
：
（
有
）
西
野
建
設

　

・
祖
谷
川
地
区
樫
尾

　
　

（
下
）
地
す
べ
り
防
止
工
事

　
　

施
工
：
（
有
）
上
西
組

　

［
林
道
工
事
部
門
］

　

・
椿
山
林
道
82
線
新
設
工
事

　
　

施
工
：
（
株
）
晃
立

　

・
ウ
ツ
オ
ノ
川
山
林
道

　
　
　

災
害
復
旧
工
事

　
　
　

施
工
：
沢
良
木
建
設
（
株
）

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
工
事
決
ま
る

〈
森
林
整
備
課
・
治
山
課
〉

林野庁長官表彰の治山工事表彰を受ける湯浅建設㈱

林野庁長官表彰の林道工事表彰を受ける一若建設㈱
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出
前
教
室
で

「
木
に
親
し
む
学
習
」

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

再
生
可
能
な
資
源
で
あ
る
木
材

の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

材
料
と
し
て
の
木
材
の
素
晴
ら
し

さ
に
気
付
き
、
さ
ら
に
森
林
や
自

然
環
境
へ
の
興
味
・
関
心
に
つ
な

げ
よ
う
と
出
前
の
木
工
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

一
月
二
八
日
は
四
万
十
市
立
具

同
小
学
校
五
年
生
八
四
名
、
二
月

二
〇
日
は
宇
和
島
市
立
鶴
島
小
学

校
四
年
生
の
親
子
五
〇
名
、
二
月

二
四
日
は
四
万
十
市
立
蕨
岡
小
学

校
一
～
四
年
生
三
三
名
を
対
象
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
木
材
の
持
つ
色
々
な

特
徴
を
説
明
し
た
り
、
世
界
で
一

番
重
い
木
材
と
し
て
知
ら
れ
る
リ

グ
ナ
ム
バ
イ
タ
を
使
っ
た
「
水
に

浮
く
？
」
実
験
な
ど
に
よ
っ
て
、

木
材
へ
の
関
心
を
持
た
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
思
い
思
い
の
材
料
を

選
ん
だ
児
童
達
は
、
職
員
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
製
作
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。
見
本
に
こ
だ
わ
る
児
童
、

自
身
の
ア
イ
デ
ア
を
多
い
に
盛
り

込
む
児
童
と
様
々
で
し
た
が
、
完

成
し
た
立
体
作
品
や
ス
ト
ラ
ッ
プ

な
ど
を
手
に
し
て
、
嬉
し
げ
な
表

情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
木
材
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
「
作
品
づ
く

り
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

四
万
十
川
の
源
流
点
で

森
林
学
習

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
月
二
九
日
、
須
崎
市
立
吾あ

そ

う桑

小
学
校
五
年
生
一
三
名
を
対
象
に

「
森
・
川
・
海
」
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
森
林
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
残
雪
の
中
、
歩
道
沿
い

の
樹
木
を
観
察
し
な
が
ら
四
万
十
川

の
源
流
点
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

源
流
点
で
は
四
万
十
川
に
ま

つ
わ
る
話
題
と
し
て
、
川
の
長

さ
、
名
前
の
由
来
等
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
児
童
達
は
一
筋
の

流
れ
が
幾
つ
も
集
ま
り
、
大
き
な

四
万
十
川
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ

る
こ
と
を
、
実
際
に
現
地
の
自
然

や
水
に
触
れ
感
じ
と
っ
た
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

下
山
後
は
四
万
十
源
流
セ
ン
タ
ー

「
せ
い
ら
ん
の
里
」
に
移
動
し
て
昼

食
を
取
っ
た
後
、「
森
・
川
・
海
の

つ
な
が
り
」
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
か
ら
は
「
森
林
か

ら
魚
に
必
要
な
栄
養
分
が
多
く
川

や
海
に
流
れ
出
し
て
、
魚
場
を
豊
か

に
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
、
学
習
し

た
内
容
や
理
解
し
た
事
に
つ
い
て

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
今
回
の
学
習
を
通
じ

て
、
森
林
の
「
大
切
さ
・
恵
み
」
が

十
分
理
解
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
挑
戦

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

二
月
八
日
、
四
万
十
市
立
蕨

わ
ら
び
お
か岡

小
学
校
全
校
児
童
五
九
名
を
対
象
に
、

「
山
の
学
習
」
と
し
て
シ
イ
タ
ケ
栽
培

の
体
験
学
習
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、「
き
の
こ
」
は
森
の
恵

み
と
し
て
人
気
の
食
材
で
あ
る
こ

と
、
胞
子
で
ふ
え
る
こ
と
、
傘
の
形

や
生
え
方
に
も
色
々
あ
る
こ
と
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
作
業
方
法
や
栽
培
の
注

意
点
を
説
明
し
た
後
、
上
級
生
が
原

木
の
ク
ヌ
ギ
に
ド
リ
ル
で
穴
を
空
け
、

下
級
生
が
シ
イ
タ
ケ
の
種
駒
を
打
ち

込
む
作
業
に
入
り
ま
し
た
。
始
め
て

み
る
と
、
原
木
に
千
鳥
足
状
の
穴
を

空
け
る
こ
と
は
思
い
の
外
難
し
く
、

悪
戦
苦
闘
の
様
子
で
し
た
が
、
職
員

の
応
援
を
受
け
た
り
友
達
同
士
で
協

力
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
準
備
し

た
原
木
の
駒
打
ち
を
完
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
で
き
あ
が
っ
た
長
さ
三
〇

㎝
の
原
木
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
家
に
持

ち
帰
っ
て
シ
イ
タ
ケ
が
生
え
る
ま
で

観
察
し
、
一
ｍ
の
原
木
に
つ
い
て
は
、

学
校
で
観
察
す
る
そ
う
で
す
。

　

シ
イ
タ
ケ
が
生
え
る
ま
で
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
が
、「
生
え
て
く

る
の
が
楽
し
み
！
」
と
の
感
想
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

各
地
の

  

た
よ
り

木工クラフトの様子

四万十川源流点での説明

クヌギの原木への駒打ちの様子




